
 

令 和 ６ 年 ７ 月 17 日 

令和６年９月 25 日修正 

気 象 庁 地 震 火 山 部 

 

配信資料に関する技術情報第 627号 

～地震・津波関連情報の震源要素の測地系移行について～ 

 
概要 

気象庁では、地震発生直後に発表する地震・津波関連情報中、日本国内で発生し

た地震の震源要素については日本測地系を用いて発表してきましたが、所要の準備

が整ったことから、これを世界測地系に移行します。 

詳細は別添資料１をご覧ください。 

 

１ 運用開始時期 

令和７年６月又は７月を予定しています。 

※ 津波情報等の改善について（配信資料に関する技術情報第 626 号）と同日時で

行う予定です。 

※ 配信開始や試験配信の具体的な日時は、決まり次第、「配信資料に関するお知ら

せ」によりお知らせします。 

 

２ 対象電文 

 （XML 電文） 

VTSE41 津波警報・注意報・予報 

  VTSE51 津波情報 

  VTSE52 沖合の津波観測に関する情報 

  VXSE43 緊急地震速報（警報） 

  VXSE44 緊急地震速報（予報） 

  VXSE45 緊急地震速報（地震動予報） 

  VXSE47 リアルタイム震度電文 

  VXSE52 地震情報（震源に関する情報） 

  VXSE53 地震情報（震源・震度に関する情報） 

  VXSE61 地震情報（顕著な地震の震源要素更新のお知らせ） 

  VXSE62 長周期地震動に関する観測情報 

 （コード電文） 

    ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ 13 緊急地震速報（警報） 

  ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ 4  緊急地震速報（警報） ※かな漢字電文 



  ﾅｳｷﾔｽﾄ 13   緊急地震速報（予報） 

  ﾅｳｷﾔｽﾄ 4   緊急地震速報（予報） ※かな漢字電文 

    ﾅｳｷﾔｽﾄﾘｱﾙ 3  リアルタイム震度電文 

 

３ 変更内容 

 （XML 電文） 

国内で発生した地震について、電文中の震源要素 jmx_eb:Coordinate の記載中、

@description に記載する震源位置について日本測地系での記載から世界測地系での

記載に変更します。それに伴い、@datum が出現しなくなります。 

なお、国外で発生した地震は、これまでも震源要素を世界測地系で記載しており変

更ありません。 

詳細は別添資料２「地震火山関連 XML 電文解説資料」をご確認ください。 

 （コード電文） 

コード電文について、震源の緯度・経度に記載する震源位置について日本測地系で

の記載から世界測地系での記載に変更します。電文フォーマットに変更はありません。 

 

４ サンプルデータ 

XML 電文のサンプル電文を気象庁防災情報 XML フォーマット技術資料のページに掲

載しておりますので、そちらをご覧ください。 

（https://xml.kishou.go.jp/tec_material.html） 

 

５ その他 

今回の変更は、運用開始日時以降に発表する電文すべてに適用します。既存の仕様

の電文の並行配信は行いません。 

 

 

 

（修正履歴） 

○令和６年９月 25 日 

「２ 対象電文」および「３ 変更内容」において、コード電文についても対象である

ことを明示。 

「４ サンプルデータ」において、XML 電文のサンプル電文を掲載したことを明示。 

「別添資料１」において、２ページ目を追加。 



気象庁
Japan Meteorological Agency

○対象となるXML電文

○対象要素：
jmx_eb:Coordinate

震源位置の測地系変更
@datum→無記載となる

VXSE44 緊急地震速報（予報） VXSE61 地震情報（顕著な地震の震源要素更新のお知らせ）

VXSE43 緊急地震速報（警報） VXSE62 長周期地震動に関する観測情報

VXSE45 緊急地震速報（地震動予報）（新形式） VTSE41 津波警報・注意報・予報

VXSE47 リアルタイム震度電文 VTSE51 津波情報

VXSE52 地震情報（震源に関する情報） VTSE52 沖合の津波観測に関する情報

VXSE53 地震情報（震源・震度に関する情報）

1

国外は変更なし

地震・津波関連情報の日本測地系から世界測地系への移行について

地震発生直後に発表する地震・津波関連情報における、日本国内で発生した地震の震源要素の
表現を、これまでの日本測地系から、標準的に用いられている世界測地系に移行する。

日本測地系と世界測地系の違い（国土地理院HPより）

別添資料１
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○対象となるコード電文

○対象要素：
震源位置（震源の緯度・経度）の測地系変更 ※電文フォーマットに変更はありません

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ13 緊急地震速報（警報） ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ4 緊急地震速報（警報） ※かな漢字電文

ﾅｳｷﾔｽﾄ13 緊急地震速報（予報） ﾅｳｷﾔｽﾄ4 緊急地震速報（予報） ※かな漢字電文

ﾅｳｷﾔｽﾄﾘｱﾙ3 リアルタイム震度電文

2

地震・津波関連情報の日本測地系から世界測地系への移行について

地震発生直後に発表する地震・津波関連情報における、日本国内で発生した地震の震源要素の
表現を、これまでの日本測地系から、標準的に用いられている世界測地系に移行する。

コード電文（ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ13の例） デコード電文（かな漢字電文）（ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ4の例）
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地震情報では（震源決定精度を考慮し）震源の位置を0.1度単位で発表するため、 （実際には震源が格子の
中間であったとしても）格子点の緯度経度で表現される。
日本測地系と世界測地系での位置の違いは、0.1度単位の情報と比較して小さいものである。

測地系移行による影響

3

国土地理院HPより

東京付近の拡大イメージ図

震央が北緯35.1度、東経135.2度
と表現される範囲
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１．地震情報等に用いる震度観測点パラメータ等

① RYY_MMDD_shindo_all(XML).xls
② RYY_MMDD_shindo_all.csv
③ RYY_MMDD_shindo_new(XML).xls
④ RYY_MMDD_shindo_new.csv
⑤ RYY_MMDD_choshuki_all(XML).xls
⑥ RYY_MMDD_choshuki_new(XML).xls
【補足】
「RYY_MMDD_shindo_Roman.xls」についてフォーマットの変更はありません。
また、パラメータと合わせて配布している説明資料「RYY_MMDD_説明資料(XML).xls」及び
「RYY_MMDD_説明資料.xls」についてもフォーマットの変更はありません。

２．緊急地震速報のPLUM法運用に伴うパラメータ
① PLUM法活用観測点_yyyymmdd.csv

4

パラメータのフォーマット変更

RYY = 令和○○年（２桁）
MMDD = パラメータ変更月日

yyyymmdd = パラメータ変更年月日（西暦）

パラメータファイルから日本測地系のデータのみを消去し、カラムは残したまま（データ空白カラム）
のフォーマットで提供。


